予算要求資料
平成26年度当初予算　　支出科目　款：教育費　　項：社会教育費　目：社会教育施設費
	事業名　教育普及活動費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　岐阜県美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-2712-1313
　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　1,697千円（前年度予算額： 1,527千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,527
	0
	0
	0
	0
	0
	764
	0
	763

	要求額
	1,697
	0
	0
	0
	0
	0
	874
	0
	823

	1月29日時点
査定額
	1,697
	0
	0
	0
	0
	0
	874
	0
	823

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
美術館の教育普及活動（造形教室、実技講座、ワークショップ等）及び県内の学校において美術館が所蔵する作品を展示・解説する「スクールミュージアム事業」に要する経費を要求する。
（２）事業内容

ア　教育普及活動　　1,334千円
　　①幼児と子どもの造形教室                　　　199

　　②実技講座                              　　　608

　　③ワークショップ                        　　　302

　　④キッズプログラム「家族ふれあい鑑賞教室」　　 41

　　⑤児童生徒観覧料無料化にともなう事業　　　　　184

イ　スクールミュージアム事業　　363千円

（３）県負担・補助率の考え方

　　文化芸術を創造する人づくり、文化芸術振興の環境づくりに向けた対策として、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	336
	講師報償費

	旅費
	66
	講師旅費ほか

	需用費
	867
	材料購入に係る消耗品費、印刷製本費ほか

	役務費
	79
	参加者保険料

	委託料
	349
	スクールミュージアム事業に係る輸送費ほか

	合計
	1,697
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）事業主体及びその妥当性
　　県管理施設が実施する事業に要する経費を措置するものであり、県の関与が妥当である。
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
・鑑賞や造形体験など美術に親しむことを通して、県民の豊かな情操を養う。
・岐阜県が生み出した優れた文化、作品触れ、ふるさとに誇りと愛情をもつ子、新た文化の担い手を育てる。

・子どもたちの多様な体験や学びの場とするため、社会教育文化施設における教育普及活動を充実する

・学校や地域の文化施設において、子どもたちが優れた地域の芸術文化や伝統文化に触れる機会の充実を支援する

・県有文化施設における無料又は安価な料金での催しや､高校生以下の観覧料の無料化や企画展･教育普及事業の開催などを通じ、県民が文化芸術に親しむ機会を充実する


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　数値として表れるものとして参加者数があるが、教育普及活動の各講座はいずれも定員を定めて実施するため、指標となる数値を設定することができない。また、スクールミュージアムについても開催校をあらかじめ選定し、当該校の児童・生徒、保護者を対象に実施するものであり、指標化は困難である。


（前年度の取組）
	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）教育普及活動

企画展の作品鑑賞の充実のため、講演会（４回）、美術講座(２回)、作品鑑賞会(８回)、その他関連事業を実施

子どもたちやその保護者の鑑賞の充実のためのキッズプログラム「家族ふれあい鑑賞教室」(12回)

団体鑑賞、ギャラリー案内を多数実施、制作活動ができる諸講座を実施
諸講座の内訳は、実技講座(3講座)、デッサン自習室(15回)、幼児と子どもの造形教室(８回)、ワークショップ(14講座)、無料日イベント（2種類）

出前講座・出前ワークショップを多数実施

多目的ホールを主な会場として、美術館コンサート(6回)、パイプオルガン定期演奏会(11回)を実施

（２）スクールミュージアム

・平成25年度は、大垣桜高等学校で10月17日に開催する予定。

・平成24年度は、土岐紅陵高等学校で1日開催し、生徒、学校職員等合計235人が鑑賞。


（前年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
（１）教育普及活動

· ワークショップ等に多くの応募(最大6倍)が集まるなど、県内外に広く浸透してきた。

· 教育普及係、普及業務専門職が、アンケートや学芸員等の意見を鑑み、講座を設置してきたことで、アンケート結果より4段階評価のＡに記入する方が9割を超えるなど、県民の期待に応えることができた。

· 企画展との関連や講座に幅を広げるため、優れた講師を招き、充実した講座を開設することができた。

· 子供を対象としたり夜間に実施したりするなど、様々な鑑賞会を設けることで、より豊かに作品に親しむ機会を提供することができた。

· いろいろな種類のコンサートを開くことで、美術館への来館を心待ちにする方が多くみられた。

（２）スクールミュージアム

・ 平成25年度は未実施。10月17日実施予定

・ 平成24年度に実施した開催校でのアンケート（回答174人）によると、生徒のうち96.5％が美術館を一度も訪れた経験がない。しかし、そのうちの56.7％が、スクールミュージアムを体験した結果、機会があれば美術館に行ってみたいと回答している。将来の人材育成のためにスクールミュージアム事業は有効である。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	(1)県民からは、もっと多くの講座、多様な講座を開くことはできないかとの意見も多い。また、全国的に教育普及活動の活動が活発化する中、図画工作科及び美術科の学習指導要領に「美術館との連携」が明記されたことにより、一層必要性が高まった。特にこの分野では、充実した活動を行ってきたことで知られる本館としては、県民のニーズに応えるだけではなく、広く美術教育の振興のために果たす役割は大きい。
(2)スクールミュージアムを開催することによって、岐阜県の各地域の子どもに、岐阜県美術館が所蔵する美術品を鑑賞してもらうことは、児童・生徒一人ひとりが生涯を通じて豊かな心と創造性を育み、芸術に触れるまたとない機会となる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	教育普及活動への応募者数、アンケート結果から期待した成果を得ることができている。
岐阜県美術館から遠く離れた地域の児童・生徒でも、容易に美術館の作品を鑑賞することができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	活動内容、活動数の精選し、過密したスケジュールの改善を少しずつ進めてきた。
スクールミュージアムに使用する、展示壁などの資材は何年も繰り返し使用することができるため経費節減が図られている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
(１)教育普及活動

夏休み等、ワークショップ等の事業のさらなる精選、多数の応募者へ対応、学校や幼稚園・保育園等の団体鑑賞の希望が集中する期間への対応のあり方を検討する必要がある。

当館の普及活動の成果について、認知度をさらに高めていく必要がある。

(２）スクールミュージアム

作品保護の観点から、美術館の作品を学校で展示するための温度・湿度管理が容易ではない。また展示を可能にするには特別な額装丁が必要になるが高額である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

（１）教育普及活動が重視される社会情勢、県民のニーズから、継続、発展させなければならない。しかしながら、人員、予算の増がかなわないのであれば、活動の精選は必至である。より効率的な運営を目指し、県民の期待を裏切らない活動を提供し続けることが必要である。
（２）平成26年度のスクールミュージアムは飛騨地区で開催する予定である。優れた本物の美術品を間近に鑑賞する機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成するきっかけとしたい。


